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ルテニウム触媒による芳香族炭素－水素結合の 

オルト位選択的ホウ素化 
Ruthenium-Catalyzed Borylation of Ortho C(sp

2
)–H bonds 
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ピナコールボランやビス(ピナコラート)ジボロンをホウ素化剤として用いる芳香族化合物の炭素

－水素結合の直截ホウ素化反応は、環境負荷が少ないクリーンな芳香族ホウ酸エステルの合成法と

して注目されている。当研究室では、ピリジル基を含窒素官能基としたアリール類の位置選択的ホ

ウ素化反応がルテニウム触媒によって効率よく反応が進行することを報告している。1)
 配向基のピ

リジル基の回転により双方のオルト位が活性化されるためジボリル化体が生成されるが、モノボリ

ル化とジボリル化を制御することは困難であった。 

 

 

 

 

 

 

 

今回、他の含窒素官能基を配向基として持つ芳香族化合物のルテニウム触媒ホウ素化反応を検討

した。封管中 Ru(cod)(cot) (2 mol%)、含窒素芳香族化合物 (0.25 mmol)、ピナコールボラン (0.50 

mmol)、THF (0.5 mL) の混合物を 120 °C で 24 時間撹拌し、反応後 1 M HCl aq. で処理した後、

Kugelrhor 蒸留によって単離精製を行った。イミノ基を持つアルジミンやケチミンから対応するカ

ルボニル基を持つホウ素化体が収率良く得られた。反応はオルト位のみで進行し、モノボリル化が

選択的に進行する。また、オキサゾリル基も配向基として有効であることがわかった。 
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